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しっかりとした上昇トレンドを維持している有望銘柄 

  

昨日、東証が発表した 3月第 3週の投資部門別売買動向によると、海外投資家の売り越しは 11 週連

続となった。しかし先物については 9週ぶりに買い越しに転じた。現物株・先物合計の売越額は 2566

億円で、これで 2週続けて売り越し額が縮小している。日経新聞が報じているように、海外の短期筋

による売り物も一巡感が出ている。一方、個人投資家は大幅買い越しだった。買い越し額は 5304 億

円。昨秋の上昇相場で個人の初動は一貫して売りだった。結局、相場に乗り遅れ買い場探しのまま潤

沢な現金が MRF などに滞留していた。今回の大幅な下落局面は逆張りの好機と映ったようだ。 

 

外国人の売りも一巡し、押し目では個人が買いに動く。先週のスナップショットでは「完全なボトム」

と述べたが、新年度入りのこのタイミングで日本株相場も底入れだろう。 

（出所）トムソン・ロイターデータよりマネックス証券作成

海外投資家と個人投資家の売買動向（現物と先物の合計）
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日経平均はサポートラインだった 200 日移動平均を下回ったものの、早期に奪回してきた。200 日線

自体が右肩上がりのトレンドを維持しており、これに沿った動きをする限り、相場の長期的な上昇基

調は崩れていない。すなわち 1月下旬につけた 24000 円台の高値から 2カ月に及んだ急落は長期上昇

トレンドのなかの短期的な調整局面と位置付けられる。 

 

日経平均はトレンドを維持しているが、個別銘柄でもトレンドを確認しておこう。 

 

まず 200 日線にきれいにサポートされているのが、僕のトップピックのひとつ、リクルート（6098）

だ。下値は 200 日でみごとに支えられ、一方上値は 75 日に抑えられ、この両者に挟まれる格好の三

角保ち合いを形成しているが 75 日線の上値抵抗をブレイクする寸前だ。上に放れれば再度、高値ト

ライの態勢が整うと思われる。 

 

リクルートホールディングス（6098）日足チャート

200日移動平均線

出所：マネックス証券投資情報サイト

75日移動平均線
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ピジョン（7956）も 200 日線を底値サポートに、75 日＆25 日線をトレンドラインとして緩やかな上

昇基調を維持してきたが、ここにきて上に放れ始めた。新しい株価水準のレンジに移行するものとお

もわれる。 

 

先日の決算でも売られなかったニトリ（9843）にはもはや死角がないように思われる。決算を受けた

日経の記事の見出しが、「ニトリ HD、最高益に死角」は皮肉であった。円高メリット株であるのは周

知の通り。僕は、この銘柄の株価に非常に強いトレンドがあることに以前から注目していた。好業績

の期待が高いだけに、その高い期待に届かず売られることがあり、そうした場合は窓空けして急落す

るが必ず節目で止まる。昨年 6月の急落は 75 日線で、12 月の急落は 200 日線で止まった。そして足

元の円高局面では連日で最高値を更新してきた。サポートラインを、200 日⇒75 日⇒25 日と切り上

げて、再び高値を伺う勢いである。円高懸念が払しょくできない相場では、非常に安心感があり、銘

柄分散の観点からもポートフォリオに欠かせない銘柄だと思う。 

ピジョン（7956）日足チャート

200日移動平均線

出所：マネックス証券投資情報サイト

25日移動平均線

75日移動平均線
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200 日線よりかなり上方に放れて高値保ち合いで推移するのがオリエンタルランド（4661）と任天堂

（7974）だ。横ばいのボックス相場のように見えるが、この 2カ月の大波乱の相場のなかで、横ばい

推移だったというのは、ものすごく強い動きだったと言える。右肩上がりで推移する 200 日線が下か

ら迫り、相場全体が戻りを試すなかで、この両者の株価も再び高値を獲りにいくものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニトリホールディングス（9843）日足チャート

75日移動平均線

25日移動平均線

出所：マネックス証券投資情報サイト

200日移動平均線
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オリエンタルランド（4661）日足チャート

200日移動平均線

出所：マネックス証券投資情報サイト

任天堂（7974）日足チャート

200日移動平均線

出所：マネックス証券投資情報サイト
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ご留意いただきたい事項 

当社は、本書の内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものではございません。

記載した情報、予想及び判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、勧誘するも

のではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。 

提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。当社は本書

の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。投資にかかる最終決定

は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。本書の内容に関する一切の権利は当社にありま

すので、当社の事前の書面による了解なしに転用・複製・配布することはできません。内容に関するご質問・ご照

会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会 

 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価を契約先

金融機関より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではありません。レポート対

象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約先証券会社を含む第三者から

の指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券と本レポートの対象会社との間には、利

益相反の関係はありません。 

出所：マネックス証券投資情報サイト 

（出所：Bloomberg） （出所：Bloomberg） （出所：Bloomberg） 


